
は じ め に

2013年に『学び手の視点から創る小学校の体育授業』（鈴木直樹・梅澤秋久・
鈴木聡・松本大輔編著）を出版させていただきました。本書は、この書籍の姉妹
書にあたります。「学び手の視点から創る」というコンセプトは同一にし、中高
の教員を目指す学生だけでなく、中高の保健体育の教員が、よりよい授業を目指
して授業改善に取り組むことを支える書籍となるように構成しました。
本書の作成にあたっては、「中等保健体育科教育法」で活用できることを念頭
に置きつつ、中高の教員が専門的力量を高めると共に、日々の授業づくりを助け
るような構成になるように工夫をしました。そこで、中高の教員として知ってお
いてほしいことの軸として「指導方法」をテーマとすることにしました。しか
も、ただやり方だけをなぞるのではなく、「なぜ」「どうして」という疑問を大切
にし、子ども達にあった「指導方法」を選択できるような構成にするように心が
けました。そのため、第Ⅰ部では、指導方法を考える上での基盤となる理論につ
いて最低限の内容を厳選して、わかりやすく説明をしました。その土台をもとに
第Ⅱ部では、中高の教員に知っておいてほしい代表的な指導方法について理論を
示し、その理解を深めるために具体的な授業実践例を提示することにしました。
さらに、第Ⅲ部では、指導方法をより有効にしていくために、工夫したいポイン
トについて要点を押さえて提示していくようにしました。
さて、本書の編集は、前書から引き続き、私、鈴木直樹（東京学芸大学）と
梅澤秋久先生（横浜国立大学）を中心にして行ってきました。梅澤先生と私は同
い年で、よき研究仲間でもあり、よきライバルでもあります。共に研鑽し合う中
で、互いの研究を磨きあってきた仲間です。共に教員養成課程に所属する教員と
して中等教員養成における体育科教育学のあり方に疑問を感じ、この中高の教員
免許取得にあたって必修となっている中等保健体育科教育法の授業で活用できる
書籍の必要性を見いだし、この書籍の出版を計画したのは2013年のことでした。
2014年の秋から活用できるように考えて準備をしてきましたが、理論と実践を
融合させて掲載させるためには準備期間が必要で、執筆に長い時間がかかってし

　�
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まいました。この間、実践者の方にも辛抱強く書籍づくりにあたって協働をして
いただき、本当に感謝をしています。お陰様で実践のイメージが湧きやすい、読
者の実践につながりやすい書籍になったと確信をしています。これも本書に関
わってくださったすべての人のお陰と感謝をしております。
また、2015年の春からは、長年、中学校で教鞭をとられ、現在は日本女子体
育大学に勤務されている宮本乙女先生にも編集に加わっていただきました。私
は、10年以上前になりますが、宮本先生の授業を参観する機会を得ました。そ
れは男女共習のダンスの授業でしたが、豊かなかかわり合いの中で、創造性豊か
に学び合い、運動の世界が更新されていく姿に興奮を覚えたことを今でもはっき
りと思い出すことができます。そんな宮本先生が加わってくださったことで、中
高の先生の眼差しから授業を捉え、学び手の視点に立った授業づくりを具体化す
るためのニーズを明確にし、適切な構成を作り上げることができたと思います。
そして、日本の学校体育をリードしている優れた実践者に数多く参加していた
だいたことに心から感謝を申し上げます。これだけ多くのメンバーが本書のコン
セプトに共感し、協力してくださったことは大きな喜びです。そして、この喜び
がこれから本書を介してつながる多くの方とともにもっと大きなネットワークと
して広がり、実践共同体を創り出すことができれば、この上ない幸せです。

本書は、大学の講義でも使用しやすいよう、第15回目の講義を全体の整理と
してとらえて14章構成になっています。また、まとめの代わりに、資料やコラ
ムを活用していただいても構いません。第1章から読み進めなくても順番を変更
して読み進めることも可能です。
現職の先生方には、必要な箇所を選んで読んで実践をしていくことで、理解が
深まり、専門的な力量の向上にもつながると考えます。どうか気軽にお好きなと
ころから読み進めてみてください。

平成28年 3月
編著者代表　鈴木直樹
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